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中
国
研
究
集
刊
雨
号
（
総
三
十
九
号
）
平
成
十
七
年
十
二
月
九
九

l

一O
七
頁

「
先
秦
思
想
望
出
土
文
献
国
際
青
年
学
者
学
術
研
討
会
」

二
O
O五
年
三
月
二
七
日
か
ら
二
八
日
に
か
け
て
、
台
湾
大
学

に
て
「
先
秦
思
想
藍
出
土
文
献
国
際
青
年
学
者
学
術
研
討
会
」
が
開

（注
1
）

催
さ
れ
、
日
本
か
ら
は
筆
者
を
含
む
六
名
が
発
表
者
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
う
ち
一
名
は
事
情
に
よ
り
不
参
加
）
。
別
に
、

三
月
二
五
日
か
ら
二
六
日
に
か
け
て
同
じ
く
台
湾
大
学
で
「
「
新
出

（注
2
）

土
文
献
与
先
秦
思
想
重
構
」
国
際
学
術
研
討
会
」
が
開
催
さ
れ
、
日

本
か
ら
の
参
加
者
六
名
は
こ
ち
ら
の
研
討
会
の
参
加
者
と
し
て
も

登
録
さ
れ
て
い
た
た
め
、
実
質
的
に
は
四
日
間
連
続
で
の
学
会
参

加
と
な
っ
た
。
日
本
側
参
加
者
の
う
ち
た
ま
た
ま
最
年
長
の
筆
者

が
代
表
格
と
さ
れ
た
た
め
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
一
般
情
報
な
ど

を
筆
者
な
り
に
報
告
す
る
。

そ
も
そ
も
我
々
が
こ
れ
ら
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
を
許
さ

れ
た
の
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
佐
藤
将
之
氏
（
台
湾
大

学
哲
学
系
助
教
授
）
の
御
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は
孤
立
し
て
開
か
れ
た
会
で
は
な
い
。
佐
藤
氏
ら
を
中
心
と
す
る

に
参
加
し
て

井

上

了

簡
吊
道
家
資
料
壁
新
出
土
文
献
研
読
会
お
よ
び
浅
野
裕
一
氏
を
中

心
と
す
る
戦
国
楚
簡
研
究
会
は
す
で
に

「
日
本
漢
学
的
中
国
哲
学
研
究
与
郭
店
・
上
海
竹
簡
資
料
」

国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（二

O
O三
年
十
二
月
二
八
日
、
於
台
湾
大
学
）
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（注
3
）

「
戦
国
楚
簡
と
中
国
思
想
史
研
究
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（二

O
O四
年
三
月
二
六

1
二
七
日
、
於
大
阪
大
学
）

と
い
っ
た
会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
開
催
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
理
由
は
佐
藤
氏
「
中
国
思
想
史
研
究
に
お
け
る
国
際
交

流
へ
の
覚
書
」
（
本
誌
三
六
号
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
要
す
る

に
「
日
本
に
お
け
る
中
国
思
想
の
研
究
は
、
こ
の
ま
ま
行
く
と
、

世
界
の
中
国
学
研
究
に
コ
ン
テ
ク
ス
チ
ユ
ア
ラ
イ
ズ
さ
れ
ず
：
：

全
く
衰
退
し
て
し
ま
う
」
（
同
「
覚
書
」
）
と
い
う
認
識
に
尽
き
る
。



我
々
が
発
表
を
許
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

上
記
の
他
に
た
と

え
ば「

出
土
文
献
研
究
方
法
第
二
次
学
術
研
討
会

上
博
簡
与
出
土
文
献
研
究
方
法
学
術
研
討
会
」

（二

O
O四
年
四
月
一

O
日
、
於
台
湾
大
学
）

「
日
本
漢
学
的
中
国
哲
学
・
思
想
研
究
：

戸
神
山

A
－‘｝

観
点
・
方
法
論
・
以
及
其
意
義
」
国
際
学
術
研
討
会

（二

O
O王
年
五
月
二
八
日
、
於
台
湾
大
学
）

な
ど
一
連
の
国
際
交
流
活
動
の
展
開
を
踏
ま
え
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、
「
日
本
の
若
い
研
究
者
が
国
際
的

な
場
で
発
表
す
る
／
自
ら
の
研
究
を
国
際
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
」

こ
と
の
試
み
と
解
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
が
文
字
通
り
の
「
試
み
」
に

過
ぎ
ぬ
こ
と
は
、
「
今
後
も
こ
の
よ
う
な
会
議
を
開
く
か
も
知
れ
な

い
が
、
今
回
の
メ
ン
バ
ー
で
固
定
す
る
つ
も
り
は
全
く
な
い
」
と

い
う
佐
藤
氏
の
発
言
に
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
て
、
煩
墳
と
な
る
が
、
今
回
の
「
先
奏
思
想
藍
出
土
文
献
国
際

青
年
学
者
学
術
研
討
会
」
の
議
程
表
を
以
下
に
掲
げ
る
。

三
月
二
十
七
日
（
星
期
日
）

開
幕
式

主
持
一
陳
栄
華
（
台
湾
大
学
哲
学
系
主
任
）

第
一
場

主
持
一
杜
保
瑞
（
華
党
大
学
文
学
院
院
長
）

「
国
際
化
時
代
的
中
国
哲
学
思
想
研
究

ー
青
年
学
者
国
際
交
流
的
意
義
」

〔
専
題
演
講
〕
佐
藤
将
之
（
台
湾
大
学
哲
学
系
助
理
教
授
）

「
張
家
山
漢
簡
《
蓋
庫
》
的
思
想
特
色
」

〔
発
表
人
〕
福
田
一
也
（
北
京
清
華
大
学
人
文
社
会
科
学
院
高
級
進

修
生
）

〔
評
論
人
〕
林
明
照
（
東
呉
大
学
哲
学
系
兼
任
講
師
）

第
二
場

主
持
一
郭
梨
華
（
東
呉
大
学
哲
学
系
副
教
授
）

「
顧
炎
武
如
何
解
読
性
自
命
出
」

〔
発
表
人
〕
』
O
吉
宮
古
ミ
（
イ
ェ

l
ル
大
学
歴
史
系
博
士
生
）

〔
評
論
人
〕
郭
宝
文
（
台
湾
大
学
中
国
文
学
碩
士
）
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「
《
管
子
・
心
術
上
》
中
之
「
虚
」
」

〔
発
表
人
〕
垣
O

ロ
官
括
的
ロ
冨
与
∞
（
ベ
ル
リ
ン
大
学
漢
学
博
士
）

〔
評
論
人
〕
郭
梨
華

第

場

主
持
一
林
啓
扉
（
政
治
大
学
中
文
系
教
授
）

「
上
博
簡
《
詩
論
》
中
「
民
性
固
然
」
之
議
測
」

〔
発
表
人
〕
上
野
洋
子
（
日
本
大
阪
大
学
文
学
院
博
士
生
）

〔
評
論
人
〕
朱
湘
鉱
（
龍
華
科
技
大
学
通
識
中
心
講
師
）



「
《
大
戴
礼
記
・
曽
子
天
円
》
篇
中
的
聖
人
像
」

〔
発
表
人
〕
久
保
由
布
子
（
日
本
東
北
大
学
文
学
院
博
士
生
）

〔
評
論
人
〕
楊
慧
施
（
台
湾
大
学
哲
学
研
究
所
博
士
生
）

第
六
場

主
持
・
佐
藤
将
之

第
四
場

主
持
・
曽
春
海
（
政
治
大
学
哲
学
系
教
授
）

「
《
古
本
竹
書
紀
年
》
中
的
「
春
秋
之
筆
法
」
与
《
春
秋
経
》
」

〔
発
表
人
〕
井
上
了
（
日
本
京
都
産
業
大
学
文
化
学
系
兼
任
講
師
）

〔
評
論
人
〕
蘇
建
洲
（
中
国
技
術
学
院
通
識
中
心
助
理
教
授
）

「
李
玉
孫
《
尚
書
隷
古
定
釈
文
》
「
梓
材
」
篇
初
探
」

〔
発
表
人
〕
陳
秀
玉
（
中
国
技
術
学
院
通
識
中
心
兼
任
講
師
）

〔
評
論
人
〕
朱
心
恰
（
実
践
大
学
通
識
中
心
助
理
教
授
）

「
東
漢
三
思
想
家
対
孝
的
批
判
与
《
有
子
》
的
「
孝
」
観
念
」

〔
発
表
人
〕
佐
野
大
介
（
日
本
奈
良
大
学
兼
任
講
師
）

〔
評
論
人
〕
林
明
照

「
従
《
六
徳
》
看
儒
家
的
人
倫
内
酒
」

〔
発
表
人
〕
潜
玉
愛
（
元
培
技
術
学
院
通
識
中
心
兼
任
講
師
）

〔
評
論
人
〕
久
保
由
布
子

第
七
場

主
持
一
林
義
正
（
台
湾
大
学
哲
学
系
教
授
）

一
月
二
十
八
日
（
星
期
ご

「
《
礼
記
》
論
「
楽
」
新
探
」

〔
発
表
人
〕
朱
湘
鉦
（
龍
華
科
技
大
学
通
識
中
心
講
師
）

〔
評
論
人
〕
上
野
洋
子

( 101 ) 

第
五
場

主
持
・
葉
海
煙
（
東
呉
大
学
哲
学
系
教
授
）

「
論
《
荘
子
》
之
自
我
観
｜
｜
以
「
吾
喪
我
」
為
探
討
中
心
」

〔
発
表
人
〕
洪
嘉
琳
（
台
湾
大
学
哲
学
研
究
所
博
士
生
）

〔
評
論
人
〕
邸
彦
（
耕
宰
護
理
専
科
学
校
兼
任
講
師
）

「
《
新
書
》
的
諌
静
研
究
｜
｜
従
先
秦
到
漢
代
的
諌
静
変
遷
」

〔
発
表
人
〕
前
川
正
名
（
日
本
京
都
産
業
大
学
兼
任
講
師
）

〔
評
論
人
〕
潜
玉
愛

「
《
周
易
・
繋
辞
伝
》
：
「
形
」
之
析
議

兼
論
「
道
｜
器
」
、
「
腫
｜
用
」
問
題
」

〔
発
表
人
〕
楊
慧
臆

〔
評
論
人
〕
李
国
璽
（
台
湾
大
学
哲
学
研
究
所
博
士
生
）

「
論
《
荘
子
》
的
生
命
本
体
之
楽
与
道
楽
」

〔
発
表
人
〕
林
明
照
（
東
呉
大
学
哲
学
系
兼
任
講
師
）

〔
評
論
人
〕
福
田
一
也



第
八
場

主
持
一
陳
鼓
応
（
台
湾
大
学
哲
学
系
教
授
）

総
合
討
論
（
林
義
正
・
林
素
英
・
郭
梨
華
・

林
啓
扉
・
佐
藤
将
之
・
福
田
一
也
）

閉
幕
式

主
持
一
陳
鼓
応

こ
れ
ら
の
研
討
会
に
参
加
し
た
日
本
側
院
生
等
の
感
想
な
ど
は

別
に
掲
載
さ
れ
る
は
ず
の
「
座
談
会
記
事
」
に
譲
り
、
筆
者
が
個

人
的
に
感
じ
た
点
と
し
て
若
干
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

中
国
語
の
問
題

第
一
に
感
じ
た
こ
と
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
現
代
中
国
語
の
問

題
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
い
尽
く
せ
ぬ
が
、
詳
細
は

や
は
り
「
座
談
会
記
事
」
に
譲
っ
て
ご
く
簡
単
に
述
べ
る
。

今
回
の
会
議
で
は
、
そ
の
目
的
か
ら
当
然
で
あ
る
が
、
発
表
を

中
国
語
で
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
筆
者
は
古
典
漢
語
で
い
っ

た
ん
ド
ラ
フ
ト
を
作
成
し
た
上
で
こ
れ
を
現
代
語
に
訳
し
、
大
阪

大
学
に
在
籍
し
て
い
る
留
学
生
の
助
力
な
ど
を
得
て
、
な
ん
と
か

発
表
原
稿
の
形
を
整
え
た
。
そ
の
他
の
日
本
側
発
表
者
は
お
お
む

ね
現
代
語
で
作
文
し
、
あ
る
い
は
日
本
語
原
稿
か
ら
自
力
で
中
訳

し
た
上
で
台
湾
側
院
生
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
よ
う

で
あ
る
。
発
表
に
際
し
て
は
、
筆
者
は
配
布
用
の
予
稿
と
は
別
に

読
み
上
げ
用
の
原
稿
を
用
意
し
て
切
り
抜
け
た
の
だ
が
、
し
か
し

質
疑
応
答
に
つ
い
て
は
台
湾
側
の
通
訳
を
大
い
に
煩
わ
せ
る
結
果

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
も
そ
も
筆
者
の
よ
う
に
古
代
思
想
を
専
門
と
す
る
日
本
人
は
、

現
代
語
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ス
ピ

l
キ
ン
グ
が
不
自
由
で
あ
っ
て
も

そ
れ
な
り
に
研
究
は
で
き
て
し
ま
う
。
し
か
し
「
中
国
語
の
発
音

を
知
ら
な
い
の
に
中
国
語
（
あ
る
い
は
漢
文
）
を
読
め
る
」
と
は

海
外
と
く
に
欧
米
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
理
解
し
が
た
い
現
象
で

あ
ろ
う
。
読
み
書
き
の
問
題
と
は
別
に
、
「
耳
の
訓
練
」
の
必
要
性

を
情
け
な
く
も
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

( 102 ) 

研
究
目
的
・
志
向
の
相
違

第
二
に
感
じ
た
こ
と
は
、
古
典
研
究
に
対
す
る
「
目
的
意
識
そ

の
も
の
の
ズ
レ
」
、
お
よ
び
そ
れ
に
と
も
な
う
手
法
の
相
違
で
あ
る
。

た
と
え
ば
林
明
照
氏
の
発
表
「
論
《
荘
子
》
的
生
命
本
体
之
楽
与

道
楽
」
に
つ
い
て
、
は
じ
め
筆
者
は
、
そ
の
古
典
研
究
と
し
て
の

意
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
『
荘
子
』
か
ら
音
楽
や

踊
り
な
ど
に
関
す
る
記
述
を
抽
出
し
、
こ
れ
ら
を
系
統
的
に
解
釈

し
た
堅
実
な
研
究
な
の
だ
が
、
一
方
で
、
研
究
者
が
あ
ら
か
じ
め

抱
い
て
い
る
「
望
ま
し
い
音
楽
思
想
」
に
沿
っ
て
『
荘
子
』
の
記

事
を
配
列
し
た
よ
う
な
印
象
も
受
け
た
の
で
あ
る
。
「
で
は
動
物
が



登
場
す
る
説
話
を
『
荘
子
』
か
ら
集
め
れ
ば
〈
荘
子
に
お
け
る
動

物
思
想
〉
を
研
究
で
き
る
の
か
」
と
は
、
別
の
日
本
人
参
加
者
に

よ
る
非
公
式
な
発
言
。

日
本
に
お
け
る
漢
学
研
究
は
ど
こ
ま
で
も
「
外
国
の
古
典
思
想

に
対
す
る
研
究
」
で
あ
る
が
、
彼
邦
で
は
漢
学
研
究
と
は
す
な
わ

ち
「
自
国
の
古
典
に
対
す
る
研
究
」
で
あ
っ
て
、
発
表
後
に
台
湾

側
の
方
々
に
う
か
が
っ
た
所
に
よ
る
と
、
ま
ず
「
現
代
的
な
意
義
」

が
追
求
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば
そ

の
よ
う
な
志
向
は
、
日
本
に
お
け
る
「
経
営
者
の
た
め
の
韓
非
子

の
こ
と
ば
」
や
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
た
め
の
老
子
の
知
恵
」
と
い

っ
た
研
究
分
野
（
？
）
の
そ
れ
に
も
近
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
は
筆
者
の
偏
見
だ
が
、
も
し
も
こ
の
よ
う
な
志
向
を
突
き

詰
め
て
い
く
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
古
典
テ
キ
ス
ト
を
必
要
と
し
な

い
研
究
に
帰
着
す
る
可
能
性
す
ら
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え

ば
筆
者
は
、
『
老
子
』
の
各
章
を
ユ
ン
グ
で
解
釈
し
て
い
く
と
い
う

「
研
究
」
を
聴
か
さ
れ
た
こ
と
が
（
日
本
で
）
あ
る
の
だ
が
、
も

し
ユ
ン
グ
が
正
し
い
な
ら
ば
ユ
ン
グ
だ
け
を
研
究
す
れ
ば
よ
く
、

そ
の
正
し
さ
を
傍
証
す
る
た
め
に
『
老
子
』
を
援
用
す
る
必
要
は

な
か
ろ
う
。
「
現
代
的
な
意
義
」
を
持
つ
思
想
を
求
め
る
な
ら
ば
、

そ
の
よ
う
な
思
想
を
現
代
語
で
述
べ
れ
ば
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う

な
「
経
典
」
を
新
た
に
作
成
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
わ
ざ
わ

ざ
古
典
を
研
究
す
る
必
要
は
な
い
。
「
古
典
に
現
代
的
な
価
値
や
問

題
意
識
を
求
め
る
」
と
は
、
「
現
代
的
な
価
値
観
を
前
提
と
し
て
古

典
を
曲
解
す
る
」
と
い
う
こ
と
、
具
体
的
に
は
「
古
典
を
断
章
取

義
し
現
代
的
な
価
値
を
押
し
つ
け
る
」
こ
と
と
紙
一
重
で
は
な
い

か
。
日
本
の
平
均
的
な
漢
学
研
究
者
の
目
的
意
識
や
価
値
意
識
は
、

（注
5
）

一
般
社
会
の
要
求
や
欧
米
・
中
国
の
学
者
の
そ
れ
か
ら
は
、
た
し
か

に
帯
離
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
古
典
を
古
典
の
ま
ま
読
解
し
、
そ

の
中
か
ら
価
値
を
見
出
す
」
べ
き
だ
と
思
い
、
「
現
代
的
な
価
値
に

直
接
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な
い
古
典
独
特
の
価
値
」
を
認
め
た
い

と
願
う
の
は
、
「
日
本
の
中
国
学
」
（
佐
藤
氏
の
い
う
「
中
国
思
想

史
」
）
の
方
法
・
目
的
が
筆
者
の
膏
育
へ
染
み
込
ん
で
い
る
か
ら
か
。

し
か
し
、
た
と
え
ば

F
Eミ
氏
の
発
表
「
顧
炎
武
知
何
解
読

《
性
自
命
出
》
」
の
ご
と
き
骨
学
的
な
研
究
は
、
日
本
の
思
想
身
研

究
者
の
大
部
分
に
と
っ
て
、
問
題
設
定
の
意
味
す
ら
理
解
で
き
な

い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
点
に
、
欧
米
を
含
め
た

海
外
の
研
究
者
と
日
本
の
研
究
者
と
の
聞
に
存
在
す
る
大
き
な
壁

を
か
い
ま
見
た
か
の
よ
う
に
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。
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研
究
方
法
の
相
違
｜
版
本
操
作
を
例
と
し
て

ま
た
「
新
出
土
文
献
与
先
秦
思
想
重
構
」
国
際
学
術
研
討
会
に
お

い
て
、
あ
る
参
加
者
か
ら
『
曹
沫
之
陳
』
中
に
見
え
る
『
慎
子
』

類
似
の
文
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
彼
我
聞
の
情
報
速
度
の
差

（
原
文
を
実
見
で
き
る
時
期
お
よ
び
研
究
・
発
表
速
度
の
差
）
を



痛
感
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
大
き
な
衝
撃
を
筆
者
に
与
え
た

の
は
、
当
該
発
表
で
引
用
さ
れ
て
い
た
類
書
や
『
慎
子
』
原
典
な

ど
に
こ
と
ご
と
く
「
（
電
子
版
文
淵
閣
《
四
庫
全
書
》
）
」
と
注
記

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
研
究
・
引
用
の
際
に
テ
キ
ス
ト
を
慎

重
に
選
ぶ
こ
と
は
、
日
本
で
訓
練
を
受
け
た
者
に
と
っ
て
は
常
識

で
あ
る
（
あ
る
い
は
、
常
識
で
あ
っ
た
）
。
し
か
し
彼
邦
に
お
い
て

は
、
供
文
の
検
討
と
い
う
分
野
に
お
い
て
さ
え
、
版
本
の
相
違
な

ど
は
問
題
と
さ
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

否
、
こ
れ
は
彼
邦
の
み
に
お
け
る
問
題
で
は
な
い
。
ま
た
も
個
人

的
な
経
験
で
恐
縮
だ
が
、
あ
る
文
献
や
注
釈
の
使
用
語
棄
を
統
計

的
に
検
討
す
る
と
い
う
研
究
で
、
底
本
と
し
て
堂
々
と
「
『
四
庫
全

書
』
（
電
子
版
ご
と
掲
げ
た
発
表
を
筆
者
は
（
や
は
り
日
本
で
）

聴
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
最
近
は
演
習
な
ど
の
現
場
で
似
た
よ

う
な
体
験
を
さ
れ
た
方
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に

違
和
感
を
感
じ
る
の
は
、
筆
者
が
た
ま
た
ま
版
本
学
に
泥
ん
で
い

る
と
い
う
理
由
か
ら
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

古
典
を
研
究
す
る
目
的
が
「
現
代
的
な
意
義
の
追
求
」
あ
る
い

は
「
現
代
の
哲
学
や
心
理
学
な
ど
と
の
整
合
性
の
追
求
」
で
あ
れ

ば
、
版
本
聞
に
お
け
る
隻
言
半
句
の
異
聞
が
重
要
と
見
な
さ
れ
ぬ

の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
出
土
資
料
の
読
解
に
つ
い
て
は
一
般
に
、

文
字
の
同
定
や
訓
話
の
作
業
が
精
密
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
と
対
を
成
す
べ
き
伝
世
文
献
の
読
解
に
つ
い
て
は
近
年
、
ご

く
大
雑
把
な
操
作
が
彼
我
を
問
わ
ず
ま
か
り
通
っ
て
い
る
よ
う
な

印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

電
子
版
『
四
庫
全
書
』
、
あ
る
い
は
「
C
N
D
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

「
寒
泉
」
と
い
っ
た
大
型
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
出
典
の
調
査
な
ど

と
い
っ
た
作
業
を
「
研
究
を
構
成
す
る
大
き
な
要
素
」
か
ら
「
わ

ず
か
数
秒
で
済
む
単
純
作
業
」
へ
と
引
き
下
げ
た
。
こ
れ
は
単
純

作
業
の
手
聞
を
軽
減
し
て
く
れ
る
あ
り
が
た
い
「
研
究
手
法
の
進

歩
」
で
あ
る
が
、
そ
の
便
利
さ
の
影
で
、
初
歩
的
な
資
料
批
判
・

資
料
操
作
の
技
術
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
（
あ
る
い
は
最
初
か
ら
身

に
つ
け
て
い
な
い
）
研
究
者
が
日
本
に
お
い
て
も
増
え
つ
つ
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
『
逐
字
索
引
』
の
頃
か
ら

言
い
古
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
が
、
も
し
こ
れ
が
（
大
陸
・
台
湾

に
お
け
る
大
型
の
文
献
電
子
化
事
業
に
牽
引
さ
れ
た
）
デ
ジ
タ
ル

時
代
に
お
け
る
「
研
究
手
法
の
進
歩
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ

日
本
の
「
中
国
思
想
史
」
に
伝
統
的
な
テ
キ
ス
ト
へ
の
偏
執
（
と
、

そ
れ
に
と
も
な
う
操
作
技
術
）
を
、
対
内
的
・
対
外
的
に
発
信
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。
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日
本
中
国
学
の
「
世
界
か
ら
の
孤
立
」

最
後
に
、
こ
れ
も
別
の
と
こ
ろ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、

日
本
の
漢
学
研
究
が
国
際
的
に
「
相
手
に
さ
れ
て
い
な
い
」
こ
と

に
つ
い
て
も
改
め
て
驚
き
を
受
け
た
。
た
と
え
ば
今
回
発
表
さ
れ



た
回
口

F
Z
Z
氏
は
、
『
管
子
』
研
究
に
よ
っ
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
で

博
士
学
位
を
取
得
し
、
現
在
は
台
大
の
博
士
課
程
へ
在
籍
す
る
、

い
わ
ば
『
管
子
』
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
な
の
だ
が
、
金
谷
治
『
管
子

の
研
究
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
博
士
学
位
を
取
得
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
意
地
の
悪

い
見
方
を
す
れ
ば
、
ベ
ル
リ
ン
大
の
指
導
教
授
ら
も
金
谷
『
管
子

の
研
究
』
を
必
読
の
文
献
と
は
評
価
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
誤
解
の
な
い
よ
う
言
い
添
え
て
お
く
と
、
筆
者
は
「
ド

イ
ツ
の
古
典
中
国
学
の
レ
ベ
ル
が
低
い
」
な
ど
と
い
う
つ
も
り
は

毛
頭
な
い
。
た
だ
、
日
本
で
は
必
読
と
さ
れ
て
い
る
古
典
的
研
究

が
世
界
的
に
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
「
現
実
」
に
た
だ

驚
い
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
中
国
学
が
世
界
（
中
国
・
台
湾
の
み
な
ら
ず
欧
米
を
も

含
め
て
）
か
ら
孤
立
し
つ
つ
あ
る
現
状
に
も
っ
と
も
危
機
感
を
抱

い
て
い
る
の
は
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
コ

l
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー

で
あ
る
佐
藤
氏
で
あ
ろ
う
（
官
頭
「
覚
書
」
）
。
「
赤
塚
忠
よ
り
以

降
の
日
本
の
研
究
は
、
世
界
的
に
は
ま
っ
た
く
読
ま
れ
て
い
な
い
。
」

「
古
典
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
日
本
の
論
文
を
片
っ
端
か
ら
中
文
訳

し
て
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
よ
う
に
ド
カ
ド
カ
紹
介
し
て
い
か
な
い

と
ダ
メ
だ
。
」
「
い
ま
す
ぐ
始
め
な
い
と
手
遅
れ
に
な
る
。
」
と
は

氏
の
発
言
だ
が
、
最
後
の
一
言
を
日
本
の
研
究
者
た
ち
は
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
る
だ
ろ
う
か
。
素
直
に
信
じ
「
い
ま
す
ぐ
始
め
ね

ば
」
と
中
国
語
を
書
き
始
め
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
「
な
に
を

大
げ
さ
に
」
と
喧
う
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
「
世
界
か
ら
な
ん

て
相
手
に
さ
れ
る
必
要
は
な
い
」
と
開
き
直
る
で
あ
ろ
う
か
。

中
国
・
台
湾
・
欧
米
の
研
究
者
が
密
接
に
関
係
し
つ
つ
研
究
を

推
進
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
中
国
学
研
究
は
「
こ
の
ま

ま
で
は
孤
立
す
る
」
の
で
は
な
く
「
す
で
に
孤
立
し
て
い
る
」
と

い
う
の
が
筆
者
の
印
象
で
あ
る
。
翻
言
す
れ
ば
、
日
本
の
古
典
中

国
学
は
、
世
界
か
ら
相
手
に
さ
れ
な
く
と
も
、
圏
内
だ
け
で
千
数

百
あ
る
い
は
二
千
人
程
度
の
ポ
ス
ト
を
（
漸
減
さ
せ
つ
つ
も
）
抱

え
る
閉
じ
た
系
と
し
て
、
す
で
に
自
活
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
国

際
化
が
「
手
遅
れ
」
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
中
国
学
が

急
速
に
破
綻
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
別
の
理
由
に

よ
っ
て
今
後
十
数
年
あ
る
い
は
数
十
年
を
か
け
じ
わ
じ
わ
と
表
亡

し
て
い
く
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。
日
本
の
中
国
学
研
究
が
孤
立

し
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
筆
者
が
改
め
て
驚
き
つ
つ

も
、
こ
の
こ
と
に
佐
藤
氏
ほ
ど
切
迫
し
た
危
機
感
を
抱
く
こ
と
が

で
き
ぬ
の
は
、
筆
者
の
想
像
力
不
足
も
あ
ろ
う
が
、
日
本
の
中
国

学
が
亡
び
つ
つ
あ
る
の
は
国
際
化
で
き
な
い
こ
と
が
主
要
な
原
因

で
は
な
い
、
言
い
換
え
れ
ば
、
た
と
え
国
際
化
に
成
功
し
て
も
そ

れ
だ
け
で
日
本
の
中
国
学
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
感
じ
て

い
る
か
ら
で
も
あ
る
。

国
際
化
の
遅
れ
は
、
日
本
の
中
国
学
に
と
っ
て
憂
慮
す
べ
き
問
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題
の
全
部
で
は
な
い
。
し
か
し
、
問
題
の
う
ち
大
き
な
部
分
で
は

あ
る
。
こ
の
間
題
が
取
り
除
か
れ
る
こ
と
が
、
日
本
の
中
国
学
の

大
き
な
プ
ラ
ス
要
因
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
こ

と
は
、
日
本
の
学
界
あ
る
い
は
社
会
（
の
学
界
を
見
る
目
）
を
動

か
す
ほ
ど
に
は
困
難
で
な
い
。
研
究
者
個
人
あ
る
い
は
講
座
・
研

究
室
の
レ
ベ
ル
で
実
臨
可
能
・
推
進
可
能
な
事
業
な
の
だ
。

日
本
中
国
学
の
国
際
化

積
極
的
に
「
世
界
」
に
出
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
日
本
人
研
究

者
は
、
た
と
え
ば
今
回
の
「
新
出
土
文
献
与
先
秦
思
想
重
構
」
国
際

学
術
研
討
会
の
発
表
者
で
あ
る
池
田
知
久
氏
や
浅
野
裕
一
氏
な
ど
、

な
お
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
と
く
に
池
田
氏
は
、
佐
藤
氏
の

そ
れ
と
同
様
の
危
機
感
を
早
く
か
ら
抱
き
、
国
際
化
を
み
ず
か
ら

積
極
的
に
実
践
し
て
き
た
先
覚
者
で
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う

な
動
き
は
、
研
究
者
骨
ん
の
国
際
化
で
あ
っ
て
も
、
学
会
全
伶
の

国
際
化
で
は
な
い
。
海
外
で
池
田
氏
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
あ
る

い
は
浅
野
氏
の
研
究
が
読
ま
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
だ
が
、

そ
れ
は
「
特
定
の
中
国
半
者
が
国
際
化
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
て
、

「
日
本
の
中
国
学
が
国
際
化
す
る
」
こ
と
と
は
質
的
に
異
な
ろ
う
。

－』

9

e

。

佐
藤
氏
は
、
「
台
湾
の
学
生
が
日
本
に
留
学
し
て
学
位
を
取
っ
て

－
』
勺
＋
り

も
、
帰
っ
て
く
る
と
台
湾
の
研
究
方
法
に
戻
っ
て
し
ま
う
。
」
「
学

位
を
取
り
に
行
く
だ
け
で
、
日
本
の
研
究
手
法
や
問
題
意
識
を
学

ぶ
つ
も
り
が
な
い
。
」
と
嘆
く
。
こ
れ
は
日
本
か
ら
中
国
や
台
湾
へ

留
学
す
る
院
生
に
も
言
え
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
日
本
人
留
学
生

が
彼
邦
の
研
究
手
法
や
問
題
意
識
を
身
に
つ
け
て
持
ち
帰
り
実
践

す
れ
ば
、
日
本
の
学
界
全
体
が
そ
れ
ら
を
共
有
（
あ
る
い
は
批
判
）

す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
現
在
そ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
て
い
な

い
の
は
、
彼
邦
に
学
ぶ
べ
き
方
法
・
理
論
が
全
く
存
在
し
な
い
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ

l
マ
で
あ
る
出
土
資
料
に
つ
い
て

い
え
ば
、
日
本
に
お
け
る
最
先
端
の
研
究
者
と
目
さ
れ
る
池
田
・

浅
野
の
両
氏
は
、
郭
店
簡
や
上
博
簡
の
年
代
に
つ
い
て
、
海
外
一

般
の
学
者
ら
と
は
異
な
る
そ
れ
ぞ
れ
に
独
特
の
見
解
を
展
開
し
つ

つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
こ
そ
国
際
的
・
学
際
的
な

研
究
の
交
流
が
必
要
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
彼
邦
の

論
理
や
「
言
語
」
、
ひ
い
て
は
価
値
観
や
問
題
意
識
に
至
る
ま
で
、

「
共
有
」
は
し
な
い
ま
で
も
「
理
解
」
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ

う
。
特
に
、
先
方
が
こ
ち
ら
の
研
究
を
必
ず
し
も
必
要
と
は
感
じ

て
い
な
い
現
状
下
で
、
こ
ち
ら
の
研
究
を
先
方
で
の
検
討
と
い
う

組
の
上
に
「
載
せ
て
い
た
だ
く
」
た
め
に
は
、
こ
ち
ら
の
論
理
や

問
題
意
識
を
「
理
解
し
て
も
ら
う
」
こ
と
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。

た
と
え
ば
戦
国
の
「
中
期
」
か
「
晩
期
」
か
を
議
論
す
る
日
本
人

研
究
者
の
論
理
や
そ
の
是
非
よ
り
も
以
前
に
、
そ
の
よ
う
な
差
異

に
固
執
す
る
日
本
人
の
「
問
題
意
識
」
そ
の
も
の
を
、
彼
邦
の
研

( 106 ) 



究
者
は
充
分
に
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
も
し
理
解
し
て
い
な

い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
先
方
の
責
任
だ
ろ
う
か
？

先
方
が
こ
ち
ら
の
土
俵
に
上
が
り
、
胸
を
貸
し
て
く
れ
と
求
め

て
く
る
時
代
で
は
、
今
は
な
い
。
先
方
の
胸
を
借
り
る
た
め
に
は
、

こ
ち
ら
が
先
方
の
土
俵
に
上
が
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

附
記

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
前
日
深
夜
に
中
正
空
港
へ
到
着
し
、

四
日
間
の
会
議
に
連
続
参
加
し
、
そ
の
ま
ま
五
日
目
の
早
朝
に
出

国
す
る
と
い
う
強
行
軍
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
参
加
者
の
記
憶
も

混
乱
し
て
い
る
虞
が
あ
る
こ
と
は
断
っ
て
お
き
た
い
。

困
難
の
な
か
会
議
全
体
を
コ

l
デ
イ
ネ
イ
卜
さ
れ
た
佐
藤
氏
、

お
よ
び
、
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
っ
て
車
両
や
宿
舎
な
ど
を

手
配
し
、
ま
た
深
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
空
港
ま
で
出
迎
え
て
い
た

だ
い
た
林
明
照
氏
を
は
じ
め
と
す
る
台
湾
側
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
、

あ
ら
た
め
て
感
謝
す
る
。

注

（1
）
『
先
秦
思
想
藍
出
土
文
献
国
際
青
年
学
者
学
術
研
討
会
・
会
議
論
文
』

（二

O
O五
年
、
主
弁
単
位
・
台
湾
大
学
哲
学
研
究
所
研
究
生
学
会
・

簡
吊
資
料
文
哲
研
読
会
、
賛
助
単
位
：
中
国
哲
学
会
・
行
政
院
教
育
部
・

台
湾
大
学
文
学
院
・
明
白
書
局
・
山
外
書
局
、
Z
〉門出印
lH
口一回ミピ
gSω
）

（2
）
『
「
新
出
土
文
献
与
先
秦
思
想
重
構
」
国
際
学
術
研
討
会
：
会
議
論

文
』
（
二

O
O五
年
、
主
弁
単
位
・
台
湾
大
学
哲
学
系
・
中
央
中
央
研

究
院
中
国
文
哲
研
究
所
・
輔
仁
大
学
文
学
院
・
東
呉
大
学
哲
学
系
、
賛

助
単
位
：
行
政
院
国
家
科
学
委
員
会
国
際
合
作
処
、

E
B
Z
E
一回ミ

N
戸
田
由
一
山
田
∞
）

（3
）
『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
戦
国
楚
簡
と
中
国
思
想
史
研
究
・
会
議
論
文

集
』
（
二

O
O四
年
、
簡
串
道
家
資
料
監
新
出
土
文
献
研
読
会
・
戦
国

楚
簡
研
究
会
、

Z
〉門的
HmlH
口一回ミ
2
3
8
m
）

（4
）
『
「
日
本
漢
学
的
中
国
哲
学
・
思
想
研
究
：
観
点
・
方
法
論
・
以
及
其
意

義
」
国
際
学
術
研
討
会
：
会
議
論
文
』
（
二

O
O五
年
、
主
弁
単
位
：

国
家
科
学
委
員
会
人
文
学
研
究
中
心
）

（5
）
い
わ
ゆ
る
「
『
中
国
哲
学
』
の
『
合
法
性
』
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
東
亜
思
想
中
的
伝
統
与
現
代
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
（
容
そ
。

2．守

口
、
む
』
可
否
。
E

H
号
守
「

3
k
g
o豆、
E
k
r
E－
〈

O
H
・ω
）
お
よ
び

『
中
国
社
会
と
文
化
』
一
九
の
特
集
（
と
も
に
二

O
O四
年
）
な
ど

を
参
照
。
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